Ⅰ　研究主題

自分の個性を伸ばし，リーダーシップを発揮できる生徒の育成

Ⅱ　研究主題設定の理由

１　研究の背景

　　本校の生徒は，教師の指導に素直に応じ，性格的に明るく，男女や学年に関係なく誰とでも仲良く接することのできる生徒が多い。一方，生徒の中には自分の個性を知り，伸ばそうとする積極性や自分から進んで新しいことに挑戦しようとする意欲にやや欠ける生徒もみられる。また，卒業後の新しい環境にうまく適応できず不登校となり，中途退学する生徒もみられた。
　　これらの原因として，
・　自分に自信が持てず，自分の良さに気づくことができない。
・　自分が意見を述べるべき場面において，自分の考えをまとめ，的確に表現することが苦手である。
・　他に任せようとする意識が強く，意見を述べる場面を自ら作ろうとしない。
　　などが考えられる。

　　　そこで，

・　自分の個性を知り，伸ばすための場や授業展開の工夫
・　自分の意見に自信をもって発表するための発問の工夫
・　一人一人に役割を与え，参加することのできるグループ活動の充実
　　の三つの視点から指導の改善に取り組むことで，上記の問題点の解決につながると考えた。
２　研究主題について

　　　今まではリーダーシップを発揮するのはごく一部の人々だけでよく，他の人々はそれに従うだけでよかった。しかし，昨今の社会変化に伴い，誰でも主人公になれる時代となった。それにより，周りを見まわし，自ら動いて全体に働きかけるといったリーダーシップを発揮できる人が求められるようになってきた。

今回，本校の生徒に必要とされるリーダーシップとは，自分の意見を発表でき，他人へ目配り，気配りができる力としてとらえた。
　　　また，このようなリーダーシップを身につけるためには，まずは自分に自信を持たせることが必要なのではないかと考えた。さらに，激動する社会の中で生きていくためには一人一人がリーダーシップを発揮することが必要であり，そのためには自分の個性を伸ばすことが有効であると考えた。そこで，「自分の個性を伸ばし，リーダーシップを発揮できる生徒の育成」を研究主題に設定し，研究を進めることにした。
Ⅲ　研究の仮説

１　活動において，自らを振り返る機会を与えたり，発表をする機会を増やしたりすることによって，自分の個性を知り，伸ばし，自分に自信を持つことができるのではないか。
２　グループ活動が活性化するような指導を行えば，リーダーシップを発揮する生徒を育てることができるのではないか。
Ⅳ　仮説設定の理由

１　各教科の学習の場面
各教科の学習において，自ら進んで発表をするということは生徒の自信につながる。しかし，本校では，積極的に発表をしようとしない生徒も見られる。それには，自信を持って発表しやすい環境が整っていないということが理由と考えられる。

このことから，自分の長所を書かせるなどして自らを振り返る機会を与え，自信を持たせる場を設けると同時に，各教科の学習の場面において，発表をする機会を増やし，一度自分の意見を書かせてから発表させたりするなど，発表しやすい環境を整えることによって，自分の個性を知り，伸ばし，自分に自信を持つことができるのではないかと考えた。
２　特別活動の場面
学校行事や生徒会活動などは，授業よりも色々な人との関わりが比較的多いという特徴がある。また，生徒会活動などでは必ず誰かがリーダーシップを発揮していかなくてはならない。しかし，それらの活動で，自ら周りの生徒に働きかける生徒は少なく，多くの生徒がただ従うだけという傾向にある。
そこで，学校行事や生徒会活動などの特別活動の場面において，一人一人が役割を持ち，グループの中でそれぞれ活躍することのできるようなグループ活動の指導を行えば，リーダーシップを発揮する生徒を育てることができるのではないかと考えた。
Ⅴ　研究方法

１　自らを振り返る機会や発表の機会を増やすための授業研究を行う。
２　グループ活動が活性化するような指導方法の研究を行う。
３　各教科の授業や特別活動の場面で実践する。
　４　成果と課題をまとめる。
Ⅵ　研修計画

(1)　研修実績（中間報告）
	回
	期　　日
	研　　修　　内　　容
	担　　当

	１
	４月１８日(月)
	生徒指導および，健康上留意が必要な生徒の共通理解
	生徒指導係

養護教諭

	２
	６月１３日(月)
	ＩＣＴ活用の研修
	研修係

	３
	６月１６日(木)
	小中連携研修会（桜峰小）
	小中連携係

	４
	７月４日（月）
	年間研修計画について

（研究主題への迫り方，研究組織の編成について）
	研修係

	５
	８月１日(月)
	諸検査：NRT分析と指導法改善
	諸検査係

	６
	８月１９日(金)
	天然芝生グラウンドの管理について
	研修係

	７
	８月３１日(水)
	Ｑ-Ｕ活用の研修
	研修係

	８
	９月２８（水）
	授業研究
	国語

	９
	１０月３日(月)
	Ｑ-Ｕを使った研究（Ｋ-１３法）
	研修係

	10
	１１月９日(水)
	授業研究（学力向上総合プラン）

小中連携研修会
	理科・社会
小中連携係

	（２）　今後の予定

	11
	１２月５日(月)
	進路指導
	進路指導担当

	12
	１２月１４日（水）
	授業研究
	英語

	13
	１月６日（金）
	構成的エンカウンターについて
	研修係

	14
	１月１６日(月)
	研修のまとめ：データ整理，校内研修の反省アンケート調査，研究紀要作成の準備
	研修係

	15
	２月７日(月)
	次年度研修計画について
	研修係

	16
	２月２２日(水)
	小中連携研修会(桜州小)
	小中連携係


